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 開  会  

 委 員 長  皆様おはようございます。 

 本日の出席委員は、１６人につき、定足数に達しております。 

 これから本日の会議を開きます。 

 決算審査特別委員会を昨日に引き続き行います 

（１０：００） 

 委 員 長  認定第３号「平成２６年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出の決算の認定に

ついて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

健康課長 

 健康課長  後期高齢者医療特別会計の２６年度決算状況につきまして、説明をいたします。 

 まず、決算書のほうから説明をいたしますので、決算書２９４ページをお願いしま

す。 

 歳出でございます。 

 １款１項１目一般管理費として１，１３６千円の支出ですが、主なものは、１２節

役務費の保険証の郵送費です。 

 ２項１目徴収費として、４９０千円を支出いたしましたが、保険料納付書の郵送等

に要した費用となっております。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金です。３１５，１４５千円を支出いた

しました。事務費負担金と保険料負担金を合わせまして、前年度より２０，１３４千

円の増となっております。 

 ３款１項償還金及び還付加算金は４６８千円を支出しております。 

 ２９６ページです。 

 予算現額３２５，４２９千円に対し、支出済額３１７，２４０千円です。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入です。２８８ページをお願いします。 

 歳入ですが、まず１款後期高齢者医療保険料です。 

 １項１目特別徴収保険料の収入済額は１３６，３１０千円です。収入額が調定額を

上回っていますが、１７７千円は還付未済額となっております。 

 ２目普通徴収保険料は８５，７９３千円が収入済額となっております。 

 ２款使用料及び手数料の１項２目督促手数料ですが、９５千円の収入です。  

 次に、４款繰入金です。１項１目事務費繰入金として９，５８４千円、２目保険基

盤安定繰入金として８６，４１８千円を、それぞれ一般会計から繰り入れております。 

 事務費繰入金の一部を除きまして、広域連合に負担金として支出をいたしておりま

す。 

 ５款繰越金６，１２５千円は、前年度からの繰越金です。 

 ６款諸収入です。１項１目延滞金として４０千円、２項２目還付加算金として６千

円を広域連合より受け入れております。 

 ２９２ページです。 

 歳入予算現額３２５，４２９千円に対し、収入済額３２４，３７４千円です。 

 ２９８ページをお願いします。 

 実質収支に関する調書ですが、歳入歳出差引額が７，１３３千円です。 

 続きまして、決算審査特別委員会資料で説明をいたします。 

 ２６ページをお願いします。 

 総括に記載をしておりますけど、後期高齢者医療に関する町での業務は、１番、保

険料の徴収相談、２番、申請や届け出の受け付け、３番、保険証の引き渡しなどを行



 3 

っておるところでございます。 

 １の被保険者の状況でありますけど、２７年３月末時点で３，８１４人となり、前

年度より７６人の増加となっております。 

 次に、２の主な予算の執行状況でございますが、決算書と重複をいたしますので、

保険料の収納状況だけ説明をさせていただきます。 

 （１）の保険料ですが、現年分の保険料調定額は２２４，０５６千円で、収納額は

２２１，１２８千円、収納率９８．６９％で、前年度より０．３４％低下をしており

ます。 

 滞納分の保険料調定額は、２，５５３千円で、収納額は９７４千円、収納率３８．

１９％で、前年度より２９．５４％低下をしております。 

 なお、年金からの特別徴収の収納率が１００．１％となっておりますが、死亡者等

の還付が間に合わずに、還付未済額が含まれているため、収納額が調定額を上回って

いるものでございます。 

 町税の滞納整理と合わせまして、年３回の戸別訪問や独自の滞納者への接触を行っ

ておりますけど、収納率が低下したことにつきましては、取り組み不足があったとい

うことを反省し、収納対策の強化を図りたいと考えております。 

 ２７ページをお願いします。 

 ３の重点施策といたしましては、広報活動の充実に努めておるところです。広報紙

の掲載、窓口でのリーフレット配布などの取り組みを行ったところであります。 

 次に、保険料収納率の向上でありますが、先ほども説明したとおり、収納率が低下

をしております。県下の平均収納率は９９．０６％、筑前町の収納率は９８．６０％

となっております。 

 ２８ページの不納欠損につきましては、不納欠損事由に該当するものがございませ

んでしたので、決算額０となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  短期保険証についてお尋ねします。 

 枚数は何枚発行しているのか、お尋ねします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えします。 

 今現在３３人、すべて６カ月の短期証を発行しております。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  平成２６年１１月現在が、６カ月の短期保険証発行件数が１２件という説明を、前

いただいたんですが、約３倍増えているんですが、どういう事情か、つかんでいるか

お尋ねをいたします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えします。 

 短期保険証の発行につきましては、保険証の交付時期に毎年行っております。 

 その時期にはですね、当然件数が多いということで、その後徐々に減らしていくと

いうようなことで行っておるところですけど、昨年の１１月ということでありました

ので、今後収納対策を強化しなければなりませんので、その中で短期証をですね、減

らしていきたいというふうに考えております。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  決算書の２８８、２８９ページです。 

 １款１項１目特別徴収保険料１７７，３５０円が保険料の還付していないというこ
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とですが、先ほどの説明の中で、亡くなった方とかの還付の保険料だと思うんですけ

れども、亡くなった方に対して保険料返金とかはできるんでしょうか、お尋ねします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  還付につきましては、ご家族の方にですね、返すということになります。当然、ご

本人は返せませんので、ご家族の方に返すということになります。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  これ、すべて全額返金は終わっているんですか、お尋ねします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  手元に資料を持ち合わせておりませんけど、すべては終わっていないというふうに

思われます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  もう決算なのに終わってないということですが、残った方に対しては、どのような

対応を考えているんですか。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えします。 

還付をする際には、まず還付の通知をいたします。その還付通知自体がですね、原

因日から２カ月ほど要していると思います。 

 その後の還付を口座振り込みでいたしますので、その連絡をですね、相手先から頂

くようなことになりますけど、稀にやっぱりその連絡がなかなかいただけないといっ

たようなケースもございまして、数か月を要するということも稀にあります。 

 先ほどの分がですね、すべては終わっていないということで思っておりますけど、

その分についてはですね、また連絡を取りながら、還付をしておるという状況でござ

います。 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、認定第３号「平成２６年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第３号は、認定することに賛成の方は、挙手お願いします。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第３号「平成２６年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長   続きまして、認定第４号「平成２６年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳

入歳出決算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 人権・同和対策室から住宅新築資金等貸付事業特別会計の説明をさせていただきま

す。 

 決算書の２５１、２５２ページをお願いします。 

 歳出の１款１項１目一般管理費、支出済額３，６３０千円、これは、事務費及び弁

護士委託料、それと住宅新築資金システム改修の委託料でございます。 

 また、これらの業務に従事しました職員給与の一部を一般会計に繰り出しをしてお

ります。 

 なお、弁護士委託料につきましては、通常の年間業務委託１２０千円と、２６年度
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につきましては、民事調停、それに訴えの定期の訴訟を行いました関係で、弁護士費

用が増額になっております。 

 続きまして、２目財政調整基金費です。４６８千円。これは、財政調整基金の利子

の積み立てです。 

 ２款１項公債費、支出済額２，５２０千円、借入先のかんぽ生命保険機構への償還

金でございます。 

 予備費の支出はございません。 

 歳出総額６，６２０千円。 

 次に、歳入の説明をさせていただきます。 

 ２４７ページ、２４８ページをお願いします。 

 １款１項県補助金、収入済額６００千円。内訳といたしまして、１目の住宅新築資

金等県補助金８７千円。２目の償還推進助成事業補助金５１３千円です。 

 前年度から推進助成金が増えていますのは、弁護士費用分の補助があったというこ

とでございます。 

 ２款１項財産運用収入、収入済額４６８千円、財政調整基金の利子でございます。 

 ４款１項繰越金、前年度からの繰越金で６，２６４千円です。 

 続きまして、５款の諸収入、２４９、２５０ページをお願いします。 

 ２項の貸付金元利収入です。借受人からの返済された額でございます。 

 収入済額の合計が６，７４５千円となっております。 

 収入合計１４，０７８千円です。 

 次に、２５３ページをお願いします。 

 実質収支に関する調書ということで、歳入総額１４，０７８千円、歳出総額６，６

２０千円、差引７，４５８千円。実質収支も７，４５８千円となっております。 

 続きまして、決算審査特別委員会の資料の説明をさせていただきます。 

 資料の２９ページをお願いします。 

 １、総括といたしまして、現在の事務及び改修並びに債務者の状況等について、記

載をさせていただいております。 

 この貸付事業につきましては、平成１３年度末の地域改善対策特定事業に係る国の

財政上の特別措置に関する法律の失効に伴い廃止となっているもので、本町では、平

成４年度が最後の貸付となっております。 

 償還期間が２５年となっておりますので、平成２９年度が最終償還年度となりま

す。引き続き滞納者と連携を密にいたしまして、債務者の意識の徹底を図りながら、

生活状況に応じた返済計画と償還の履行の指導に当たっていきたいと考えていると

ころです。 

 なお、２６年度も補助金、県の補助金になりますが、４分の３を利用させていただ

きまして、債権回収に関する法律相談、裁判や調停等のための弁護士との委託契約を

締結し、取り組みの強化を図っていっております。 

 中ほどの決算書でございますが、これは、決算書のほうで説明をさせていただきま

したので、省略をいたします。 

 滞納の件数ですが、国費、県費、町費に分かれ、貸付の種類は５種類ありますが、

平成２６年度末時点の滞納件数は７７件、実人員で５１人でございます。 

 町費分につきましては、平成２１年度で償還が終了しております。 

 続きまして、３０ページをお願いします。 

 ３０ページには回収状況を掲載をさせいただいております。 

 現年度分につきましては、元金、利子合わせた調定額１，８７５千円に対しまして、

収入額８３７千円、回収率４４．６８％でございます。 

 過年度分につきましては、元金、利子合わせた調定額が１７２，３２１千円、収入
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額が５，９０７千円、回収率３．４３％です。 

 前年度よりも２，１９９千円ほど増加をしております。これは、抵当権の抹消を１

件行ったものが大きく影響をしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  資料の２９ページです。 

 下から３行目、今後も個人情報の取り扱いには慎重に対応しつつ、生活状況等に応

じた償還指導と民事債権としての法的措置を図りながら、回収対策をするというふう

に述べられておりますが、民事に持っていける案件は、あとどれぐらい、７７件のう

ちどれくらいあるんでしょうか。 

 委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 お答えします。 

 民事債権としての対応につきましては、滞納件数の７７件、すべて対応ができると

いうことでございます。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  それでしたら最終の償還が平成２９年、あと３年ですけれども、その３年の間にす

べてするというふうに捉えていいんでしょうか。 

 委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 お答えします。 

 ２９年度までに民事にかけるということのご質問だと思いますが、一応対象者とで

すね、滞納者との接触を図りながら、２９年を越してでもですね、わずかずつでも回

収に努めていきたいというふうに思っておるところです。以上です。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  説明の中で弁護士費用が増額だという説明があったわけですが、弁護士の方に依頼

するというのは、すべて民事に関することだろうと思いますけれども、特に弁護士に、

その中でですね、その中でどういった内容で弁護士の手を煩わせるといいますか、力

を借りらなければならないのか、そういった内容について、説明をしていただいたら

と思います。 

 委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 お答えします。 

 弁護士のほうにはですね、裁判の訴訟の関係、それにあと抵当権の関係、あと債権

者に対して、弁護士の名前を借用してですね、通知するとか、そういったところで、

弁護士の方のご協力をいただいているということでございます。以上です。 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、認定第４号「平成２６年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第４号は、認定することに賛成の方は、挙手お願いします。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第４号「平成２６年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳

入歳出決算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  続きまして、認定第５号「平成２６年度筑前町農業集落排水事業特別会計歳入歳出
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決算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

上下水道課長 

上下水道課長  平成２６年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について、ご説明いたしま

す。 

 初めに決算の状況について、説明いたします。 

 決算書の２６２ページをお願いします。 

 初めに歳出のほうの説明をいたします。 

 なお、人件費等の義務的経費につきましては、説明を省略させていただきます。 

 １款１項１目農業集落排水施設管理費、支出済額５６，７２２千円、主な節につい

て、説明いたします。 

 １１節需用費、支出済額１３，２４７千円、主なものにつきましては、浄化センタ

ー及びマンホールポンプ場の電気料８，７９３千円と、修繕料４，１２７千円となっ

ております。 

 １３節委託料、支出済額１９，０９７千円、主なものは、浄化センターの運転管理

委託料１２，４７８千円、汚泥運搬委託料３，５４７千円、管路巡視点検清掃委託料

２，３７６千円などでございます。 

 １５節工事請負費、支出済額８，３６８千円、これは新築に伴います汚水管渠費工

事２件、７，３７８千円及び舗装補修工事１件によります付帯工事費９９０千円でご

ざいます。 

 １９節負担金補助及び交付金、支出済額５，４９２千円、汚泥処分費として両筑園

に支払います負担金でございます。 

 ２６４ページをお願いします。 

 ２目基金費、２５節積立金、支出済額３４６千円、基金利子を積み立てるものでご

ざいます。 

 ２款１項１目元金、支出済額７５，２０３千円、起債償還金の元金でございます。 

 同じく２目利子、支出済額２７，７７５千円、起債償還金の利子でございます。 

 以上、歳出合計は、予算現額１６７，７９２千円に対し、支出済額１６０，０４８，

０３３円でございます。 

 次に、歳入の説明をいたします。 

 決算書の２５８ページをお願いします。 

 １款１項１目農業集落排水事業分担金、収入済額３，９２６千円、新規加入の受益

者分担金でございます。 

 ２款１項１目農業集落排水施設使用料、収入済額４２，３５７千円、不納欠損額２

５８千円でございます。 

 ４款１項１目一般会計繰入金、収入済額１０６，２５３千円、一般会計の５款１項

３目農業振興費からの繰入金でございます。 

 ２６０ページをお願いします。 

 ７款１項１目農業集落排水事業債、収入済額７，０００千円、汚水管渠費工事に伴

う起債の借入金でございます。 

 以上、歳入合計は、予算現額１６７，７９２千円に対し、収入済額１６１，３４２，

９８５円でございます。 

 次に、農業集落排水事業の実績報告書の成果と課題について、説明いたします。 

 別冊の決算審査特別委員会資料をお願いします。 

 ３１ページをお願いします。 

 まず、重点施策の方向でございます。 

 農業集落排水事業の整備は平成１２年度で完了しており、２つの浄化センター及び
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管路施設の維持管理、使用料徴収などの管理業務が主体となっております。 

 平成２６年度につきましては普及促進のため、栗田、上高場地区の汚水管路工事１

０７．８ｍを施工いたしました。 

 今後は経営の健全化を図るために、水洗化率及び使用料収納率の向上、浄化センタ

ー及び管路施設の適切な維持管理に努めてまいります。 

 具体的措置及び成果でございます。 

 １、事業の概要は、表に記載のとおりでございます。 

 ２、決算収支の状況については、先ほど説明いたしましたとおりでございます。 

 ３、処理施設の状況は、表に記載のとおりでございます。 

 ３２ページです。 

 ４、水洗化の状況です。 

 平成２６年度末の水洗化率は、上高場処理区８７．０９％、栗田処理区９５．５７％

となっております。 

 ５、施設維持管理費、施設維持管理費は、上高場及び栗田浄化センター、並びに管

路施設等の維持管理の経費で、合計で３７，８６９千円となっております。 

 ６、受益者分担金の収納率でございますが、現年度分のみでございます。９９．７

６％となっております。 

 ７、使用料の徴収状況でございますが、使用料の収納率は、現年度分９７．９１％、

滞納繰越分２３．３３％となっています。 

 ３３ページをお願いします。 

 ８、不納欠損状況でございます。不納欠損処分につきましは、使用料で８件、２５

８，４０５円を不納欠損しております。 

 内容につきましては、執行停止後３年経過によるもの１件、執行停止期間中の時効

完成によるもの１件、及び時効の完成によるもの６件分でございます。 

 ９、地方債の現在高につきましては、平成２６年度末現在で、９８４，６６８千円

となっております。 

 将来の課題でございます。 

 １、経営の健全化、２、上水道の普及に伴う使用料金制度の見直し、３、処理施設

及び管路施設の適正な維持管理、４、効率的な汚水処理等の検討の４つを掲げており

ます。 

 以上で、決算状況についての説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  決算書の２６２、２６３ページです。 

 １款１項１目、１９節負担金補助及び交付金です。 

 両筑衛生施設組合負担金が、当初予算より２００万ほど少なく済んでいるんです

が、理由が分かったら教えてください。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 両筑衛生施設組合の負担金につきましては、環境防災課のほうもし尿の処分処理費

としてですね、負担金を支払っておりますので、毎年最終的な額が決まったところで、

環境防災課との協議により、金額をお互いにいくらするということで、分け合ってお

るものでございます。毎年変動するものでございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  特に負担金が減額になったということはないんですか。 

 委 員 長  上下水道課長 
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上下水道課長  お答えいたします。 

 全体的にし尿の件数が減ってきておりますので、全体的な処理費用が下がってきて

おりますので、その影響ではないかと考えられます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  成果と課題の３３ページです。 

 将来の課題の②ですけれども、現在一般家庭の使用料は世帯員割制となっています

が、水道使用料に応じた従量制の導入に向けた検討をしますとあります。 

 水道使用料に応じた従量制になった場合ですね、現在の使用料とどのような差が出

るのかをお尋ねします。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 まだ本格的な検討には入っておりませんけど、一応世帯員割の世帯とですね、水道

専用世帯と試算して、比較して、それほど差がないような形にですね、持っていく必

要があるのではないかとは考えております。  

 従量制の移行につきましては、まだ水道工事が、一応今のところ平成２９年度まで

かかる予定ですので、平成３０年度に全体的な供用開始になりますので、その時期な

のか、その１年後なのか、そのくらいを考えておるところでございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  従量制になって高くなったということがないようによろしくお願いいたします。 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、認定第５号「平成２６年度筑前町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第５号は、認定することに賛成の方は、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第５号「平成２６年度筑前町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  続きまして、認定第６号「平成２６年度筑前町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

上下水道課長 

上下水道課長   平成２６年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算について、説明をいたします。 

 初めに決算の状況について、説明いたします。 

 決算書の２７７ページをお願いします。 

 初めに、歳出のほうの説明をいたします。 

 なお、先ほどと同じく人件費等の事務的経費については、説明を省略させていただ

きます。 

 １款１項１目公共下水道施設管理費３３６，８２２千円となっております。 

 主な節について、説明いたします。 

 １１節需用費、支出済額５０，５５８千円、主なものにつきましては、三輪中央浄

化センター及びマンホールポンプ場の電気料２３，１３２千円、修繕料２３，３８７

千円、水処理剤などの消耗品費２，９２３千円などでございます。 

 １３節委託料、支出済額８６，２７１千円、主なものは、三輪中央浄化センターの
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運転管理委託料５１，５６８千円、脱水汚泥処分委託料１０，３０３千円、脱水汚泥

運搬委託料５，３４８千円、管路巡視点検清掃業務委託料７，０６３千円、下水道管

路施設台帳更新業務委託料４，３２０千円、企業会計移行支援業務委託料４，９５７

千円などでございます。 

 ２７９ページをお願いします。 

 １９節負担金補助及び交付金、支出済額１４２，３２１千円、主なものは、夜須地

区の宝満川浄化センターにおける汚水処理費として、福岡県に支払っております維持

管理負担金１４１，１１２千円などでございます。 

 ２７節公課費、支出済額２０，１３５千円、これは、税務署に払っております消費

税でございます。 

 ２目基金費、２５節積立金、支出済額１，１０４千円、基金利子を積み立てている

ものでございます。 

 なお、予算不足が生じたため、予備費より２千円を充用しております。 

 ２款１項１目公共下水道施設整備費、支出済額１４３，３４８千円です。 

 ２８１ページをお願いします。 

 １３節委託料、支出済額４，９５５千円、主なものにつきましては、事業計画変更

業務委託料２，８４０千円、汚水渠測量設計委託料２，１１４千円などでございます。 

 １５節工事請負費、支出済額１１６，９９３千円、主なものは、排水設備工事５件、

１４，８７１千円、汚水管渠工事１０件、２６，２０２千円、雨水管渠工事３件、６

２，７７５千円などでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金、支出済額４，４１０千円、主なものは、県に支払い

ます流域下水道建設費負担金４，３９８千円でございます。 

 ３款１項１目元金、支出済額４６３，９２７千円、起債償還金の元金でございます。 

 同じく２目の利子、支出済額２４３，３９１千円、起債償還金の利子でございます。 

 以上、歳出合計は、予算現額１，２１２，０３７千円に対し、支出済額１，１８８，

５９４，３３４円となっております。 

 次に、歳入の説明を行います。 

 決算書の２７１ページをお願いします。 

 １款１項１目公共下水道事業負担金、収入済額５０，６０５千円、不納欠損額は１，

４４９千円でございます。 

 ２款１項１目公共下水道施設使用料、収入済額４００，６７０千円、不納欠損額は

１，１７８千円でございます。 

 ３款１項１目公共下水道事業費補助金、収入済額３８，４６０千円、国からの社会

資本整備総合交付金でございます。 

 ２７３ページをお願いします。 

 ６款１項１目一般会計繰入金、収入済額６３１，３２３千円、これは一般会計の７

款４項１目都市計画総務費からの繰入金でございます。 

 ７款１項１目繰越金、収入済額２，１４９千円、前年度からの繰越金です。 

 ８款１項１目延滞金、収入済額１，０６０千円、負担金及び使用料の延滞金です。 

 ２７５ページをお願いします。 

 ９款１項１目公共下水道事業債、収入済額６２，５００千円です。これは、排水設

備工事、汚水管渠工事、雨水管渠工事に伴います起債借入金でございます。 

 以上歳入合計、予算現額１，２１２，０３７千円に対し、収入済額１，１８９，９

７０，２６２円でございます。 

 次に、平成２６年度公共下水道実績報告書の成果と課題について、説明いたします。 

 別冊の決算審査特別委員会資料をお願いします。 

 ３４ページをお願いします。 
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 まず、重点施策の方向でございます。 

 公共下水道につきましては、平成２５年度をもって、筑前町の非認可区域の整備は

完了しているため、平成２６年度につきましては、普及促進のため開発、新築等に伴

う汚水渠整備を原地蔵、他の地区で実施しております。延長の合計で３８９ｍ、総工

事費で約２６，０００千円です。 

 ます、浸水被害解消のため、依井地区の雨水渠改修工事３４２ｍの整備を行いまし

た。総工事費は約６３，０００千円でございます。 

 具体的措置及び成果でございます。 

 事業の概要は表の記載のとおりでございます。 

 ２、決算収支の状況につきましては、先ほどの決算書で説明したとおりです。 

 ３５ページをお願いします。 

 処理施設の状況ですが、三輪中央浄化センターの施設の状況につきましては、表に

記載のとおりでございます。 

 ４、普及状況でございます。 

 計画区域内の普及率は、全体で１００％となっています。 

 ５、水洗化の状況です。 

 平成２６年度末の水洗化率は、全体で７８．４５％となっております。 

 ６、施設維持管理費につきましては、平成２６年度は２６６，８８６千円となって

おります。 

 ３６ページです。 

 ７、浄化槽維持管理費補助金は、全体で３２件、６４０千円を交付しております。 

 ８、流域下水道建設費負担金４，３９８千円は、県が施工します流域下水道の筑前

町の負担分でございます。 

 ９、受益者負担金の収納率でございますが、現年度分９５．３８％、滞納分２６．

８９％でございます。 

 １０、使用料の収納率は、現年度分９８．２７％、滞納分２５．１６％でございま

す。 

 １１の滞納処分でございますが、平成２６年度の差し押さえ件数は２１件、看過充

当額５５７，７２７円となっております。 

 ３７ページをお願いします。 

 不納欠損処分の状況でございます。受益者負担金１６件、１，４４９，５００円、

使用料４３件、１，１７８，７２３円です。 

 不納欠損の事由につきましては、４２ページに記載しておりますように、執行停止

後３年経過によるもの２１件、７５６，１４９円。執行停止期間中の時効完成による

もの１５件、３０２，６１５円。時効完成によるもの２３件、１，５６９，４５９円。

合計で５９件、２，６２８，２２３円でございます。 

 地方債の現在高の状況につきましては、２６年度末現在で１１，９６７，９６９ 

千円となっております。 

 将来の課題でございます。 

 １点目に浸水地区の解消、２点目に経営の健全化、３点目に上水道普及に伴う使用

料金制度の改定、４点目に三輪中央浄化センターの高度処理及び処理水の有効利用、

５点目に効率的な汚水処理区域への変更検討、以上の５点を将来の課題としておりま

す。 

 参考としまして、３８ページに福岡県が実施しております宝満川上流流域下水道事

業の全体計画と進捗状況を記載しておりますので、ご参照願います。 

 以上で、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 
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河内委員  

 河内委員  滞納についてお尋ねしますが、現在、あと何件くらい滞納されているのか、また、

回収の見込みは今後あるのかをお尋ねします。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  公共下水道につきまして、滞納件数でございますが、これは、賦課件数ごとにしか、

ちょっとシステム上出てきませんので、これが人数ということにはならないですけ

ど、負担金、滞納繰越分で調定件数２，４１７件、使用料の滞納繰越分ですけど、調

定件数で８，２６９件となっております。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  私も不納欠損の今後の対応についてでお尋ねをします。 

 前にも聞いたかもしれませんが、使用料については、不納欠損で落とせばですね、

３月末で落とせば０になるわけですが、下水道はそのまままた使われる、使用される

わけですね。排水されるわけなんですが、またそこで使用料が発生してきます。 

 そうしますと、またそこで滞納になってくれば、またがんばってまた回収していた

だかないかんというような事情が出て来るんですが。 

 それをどのように、なるべくこの不納欠損落とさないために、どのような努力をさ

れておるのか、お尋ねします。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  下水道の使用料につきましては、地方税法に基づいて行っておりまして、時効を一

応一時中断させるためにですね、分納制約、要するに一月に３千円でも５千円でも払

える分払ってくださいということで、ずっと計画書を組むんですね。一応その間時効

が中断します。 

 あと差し押さえにつきましても、地方税法に基づき一応差し押さえを行っておりま

して、差し押さえを行っている期間につきましては、時効が中断しますので、そうい

った努力を今、しているところでございます。 

 あと日常的に電話等により催告を職員のほうが毎日ずっとやっております。場合に

よっては、夜訪問に行ったりとかですね、そういったことは一応やっておるところで

ございます。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  であれば、１回不納欠損で処理された後に、また処理をされたという事案はないと

いうことで理解してよろしいでしょうか。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 下水道につきましては、三輪地区が平成１２年度、夜須地区が平成１３年度に供用

開始いたしておりまして、その時点で受益者負担金、使用料の賦課が発生しておりま

す。 

 当然、滞納繰越された方につきまして、時効が来れば不納欠損、その年度までの分

を不納欠損するわけですけど、その後にまたどうしても払えないという状況、生活的

な関係、経済的な状況とかでたまってくる場合があります。それを一応、それも法的

に時効が来れば不納欠損せざるを得ませんので、不納欠損している状況はあるかと思

われます。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  生活困窮者の方にですね、確かにそれはもう大事なことですから、もう生活に関わ

ることですから、当然仕方ないとは思うんですがね。 

 ただ、やはり住民の皆さん平等に、やはり公平負担の原則というのがありますもん

ですから、そこら辺を、ただそういう困窮者に対しては様々な手立てができると思い
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ますから、そこら辺も考えてしていただかないと、その都度、その都度また５年過ぎ

れば不納欠損だと、また落とすじゃですね、またそれでは公平負担の原則に反します

ので、ぜひ、そこら辺の努力をしていただいて、これ私は毎回、毎回聞きたいと思っ

ております。ぜひ、努力をお願いしたいと思っております。以上です。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  本年度の不納欠損の資料を見てるんですけど、ほとんどが生活保護の受給に開始に

なったとか、あとはもう生活困窮により執行停止を行わざるを得ないという件数がほ

とんどでございます。 

 それ以外の方につきましては、財産の調査をいたしておりまして、給与、預貯金、

または建物、土地を差し押さえをいたしております。 

 委 員 長  横山委員 

 横山委員  １つだけお尋ねをいたします。 

 資料の３５ページ、施設維持管理費というのがございます。 

 その他の中で、２６年度が３４，４００千円ということになっております。 

 これを決算書のほうで見ますと、２７８ページ、１款１項１目、１１節需用費の中

の修繕料だと思うんですけども、修繕料が２，３８０万あると記載がございます。 

 申し訳ない、前年度が私、資料がないんで分かりませんけども、前年度の金額と今

年の、この２，３００万の大きい、大まかな内容が分かれば教えてください。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  この要因につきましては、大体毎年修繕料につきましては、計画的にですね、オー

バーホールと言いまして、分解修理して、その機会を全部変えると何百万、何千万と

かかりますので、分解修理して１００万円程度ぐらいに抑えて、毎年５、６００万ぐ

らいの修繕料でやっておるわけですけど。 

 平成２６年度につきましては、破砕機と言いまして、汚水が入ってくるところに、

石とか異物がかみ込んでくるやつを砕く機械があるんですけど、それが破損いたしま

して、ちょっともう処理が厳しくなってきた状況があったので、緊急的に６月の補正

でですね、約１，４００万ぐらい補正をさせていただいて、実際には１，４００万弱

だったと思いますけど、その分で差が出てきているものでございます。 

 委 員 長  横山委員 

 横山委員  それでは、破砕機も分かるんですけども、来年度、２７年度以降は２，３００万じ

ゃなくて、２５年並み、２，０００万前後ぐらいで大体できるという考え方でよろし

いんでしょうか。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 施設処理場及びマンホールポンプ場につきましては、今、委託契約をしております

維持管理業者のほうが、日常的に点検なり異常があるところを見つけて、それを何年

度ぐらいに修理していこうということで、一応計画は立てるんですけど、不測の事態

で急に、特にマンホールポンプ場の電気の操作盤あたりなんですけど、こういうのが

突然落雷とかですね、そういったことで壊れることもあります。これは直さないと、

マンホールポンプが機能しないと、上流がずっと、水が溜まったままということにな

りますので、緊急的に修理するケースも出てきます。 

 その場合につきましては、当然、予算が足りませんので、補正させていただくこと

になるかと思います。 

 既に農業集落排水施設のマンホールポンプ場につきましては、もう２０数年を経過

しております。当然耐用年数はもう過ぎておるわけでございますけど、一応ポンプに

つきましては悪い部品だけを換えて、今は長持ちさせているような状況であります。 
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 ただ、電気の操作盤につきましては、これは部分的に換えるということはできませ

んので、全体を変える必要が出てきますので、その時点で、例えば３００万、４００

万の費用が発生することは考えられます。 

 委 員 長  質疑ございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、認定第６号「平成２６年度筑前町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第６号は、認定することに賛成の方は、挙手願います。  

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第６号「平成２６年度筑前町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  続きまして、認定第７号「平成２６年度筑前町水道事業会計決算の認定について」

を、議題とします。 

 説明を求めます。 

上下水道課長 

上下水道課長  平成２６年度水道事業会計の決算について、説明いたします。 

 別冊の筑前町水道事業会計決算書をお願いします。 

 ９ページをお願いします。 

 最初に、水道事業の実績報告について、説明いたします。 

 １の概況、総括事項でございますが、平成１７年度から創設事業を開始し１０年を

経過しており、平成２１年度から給水を開始し、事業費ベースにおいて約９０％が完

了しています。 

 平成２６年度は弥永、森山、畑嶋、三並の配水管布設工事を行い、配水区域を広げ

ました。また、次年度以降の工事設計のための調査設計委託１件を行っております。 

 工事に伴う地元説明会などで、水道普及促進を行い、水道事業の加入は平成２６年

度末で４，８１６件、前年度比増で３２１件となっております。 

 整備済み区域の５１．５％の加入率となっています。 

 給水状況につきましては、あとの３．業務のところで説明いたします。 

 次に、経理の状況でございます。 

 平成２６年度の損益は５，２６０千円の収益となっています。営業収益が前年度に

比較して１７，０９０千円ほど増えたことと、平成２６年度からの会計制度の見直し

があり、新たに長期前受金戻入が増加したことによるものでございます。 

 詳細につきましては、決算書で説明いたしますが、今後より一層の加入促進、経費

削減に努めてまいりたいと思います。 

 １１ページをお願いします。 

 建設工事の状況でございます。 

 １１ページから１２ページに、建設工事の概況について記載しています。 

 配水管布設工事を１２工区に分けて実施いたしております。２５ミリから２００ミ

リの配水管を約９．５㎞布設しています。合わせて給水装置を９８カ所、消火栓を１

２カ所設置しています。 

 今年度工事費欄の上段が最終契約額で、カッコ書きは、内給水装置工事費分で、一

般会計の４款衛生費からの支出となっております。 



 15 

 １３ページをお願いします。 

 業務の状況でございます。 

 業務量の平成２６年度末給水人口は１１，７１２人で、普及率が３９．６％、前年

度に比べ４．３％増加しています。 

 年間配水量は９４４，２６５㎥で、前年度に比べ１．３６％ほど減少しております。 

 年間有収水量は、料金収入の対象となった水量でございまして、６９０，１８１㎥

です。前年度に比べ１２．４８％増加をしております。 

 １㎥当たりの供給単価は２６０．２１円、給水原価は６０１．２５円です。 

 供給単価は前年度とほぼ変わりませんが、給水原価は前年度に比べて６６円ほど安

くなっております。 

 １４ページでございます。 

 事業収入及び事業費に関する事項です。 

 事業収入４２０，２３１千円に対し、事業費用は４１４，９７１千円、差引５，２

６０千円の収益となっています。 

 次に、１５ページをお願いします。 

 会計の状況です。１５ページから１６ページ上段にかけて、重要契約の要旨の工事

請負契約を記載しております。 

 １６ページ中段に（２）企業債及び一時借入金の概況について、記載をしておりま

す。 

 企業債の２６年度の借入額は１４５，０００千円となっております。２３年度から

元金の償還が始まっており、年度末の起債償還金残高は２，６５３，９８０千円とな

っています。 

 なお、一時借入金は借り入れを行っておりません。 

 １７ページをお願いします。 

 キャッシュフローの計算書でございます。 

 ２６年度の資金期末残高は２８１，０９６千円です。 

 次に、２１ページをお願いします。 

 固定資産の明細書でございます。 

 ２６年度末の残高は６，８８２，６１３千円です。 

 ２２ページをお願いします。 

 先ほど説明しました企業債の明細書を付けております。 

 続きまして、水道事業の決算報告について、説明いたします。 

 １ページにお戻り願います。 

 １ページの収益的収入及び支出、２ページの資本的収入及び支出については、２５

ページからの付属書類と合わせてご覧願います。決算額を節ごとに詳細に仕分けして

いますので、合わせて参照願います。 

 なお、金額は、消費税を含む額となっております。 

 １の収益的収入及び支出です。 

 水道事業収益の決算額は４４５，３４１千円に対し、水道事業費用の決算額は４２

１，９５６千円、差引２３，３８５千円の収益です。 

 収入の営業収益の決算は、付属書類の２５ページをお願いします。 

 水道使用料は１９３，１２３千円、加入金などのその他営業収益が３０，５８２千

円、予算額に対して１４，２２２千円の増収となっています。 

 営業外収益の決算は、予算額に対して４，６５９千円の増収となっております。 

 主な要因としましては、消費税還付金の増によるものでございます。 

 ２６ページをお願いします。 

 支出の営業費用の決算額は３６９，８８３千円で、予算額に対して４，１５２千円
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の不用額が出ています。 

 主なものにつきましては、四三嶋調整池の電気料、修繕費、人件費、機器のリース

料、水道メーター検針委託料などでございます。 

 ２７ページをお願いします。 

 営業外費用は企業外利息などで、決算額４７，２６３千円です。 

 特別損失は４，８１０千円です。これは、地方公営企業会計制度の改正によるもの

でございます。 

 次に、２ページにまたお戻り願います。 

 資本的収入及び支出の説明をいたします。 

 資本的収入の決算額は３５８，７７２千円です。予算額に対して１千円の減収にな

っています。 

 資本的支出の決算額は３９３，３２６千円で、資本的収入から資本的支出の差引は、

不足額が３４，５５４千円となっています。これにつきましては、過年度消費税及び

地方消費税、資本的収支調整額で補填をしています。 

 収入の内訳につきましては、企業債が１４５，０００千円、出資金１００，０００

千円、これは、一般会計の衛生費から建設改良費に係る出資金で、国庫補助対象事業

費の３分の１となっています。 

 国庫補助金１００，０００千円、補助率は３分の１です。 

 他会計補助金８，９７２千円、一般会計予算の衛生費から建設改良事業運営に係る

経費の補助金です。 

 他会計負担金４，８００千円、一般会計予算の消防費から消火栓設置に係る経費の

負担金となっています。 

 次に、支出の内訳です。 

 建設改良費の決算額は３６１，２２４千円となっています。 

 内訳は、付属書類の２９ページをお願いします。 

 工事費、委託費の施設整備費３５４，８１３千円、人件費などの事務費５，４１８

千円、量水器の購入費９９２千円です。 

 企業債償還金３２，１０２千円、企業債元金の償還金です。 

 続いて、財務諸表について説明をいたします。 

 ３ページにお戻り願います。 

 損益計算書を付けております。 

 ２６年度中における収益と、これに対する費用を消費税抜きで記載した経営成績を

示すものでございます。 

 営業収益から営業費用を差し引き１５２，８５７千円の営業損失です。 

 営業外収益から営業外費用を差し引き１６２，９２８千円の収益で、当年度純利益

は５，２６０千円となっています。 

 前年度繰越欠損金、未処分利益剰余金を加えると、当年度末処理欠損金が１５３，

５４１千円でございます。 

 ４ページをお願いします。 

 剰余金計算書及び欠損金処理計算書です。 

 剰余金計算書は、剰余金が年度中にどのように変動したか。決算金処理計算書は、

欠損金の処理状況を示したものです。 

 剰余金決算書の資本剰余金は、国庫補助金、他会計補助金は一般会計からの補助金、

その他資本剰余金は一般会計からの負担金と建設負担金です。 

 受贈財産評価額は朝倉市からサンポートに配水していた水道管を筑前町に無償譲

渡を受けたものでございます。平成２４年４月に受けております。 

 なお、平成２６年度からの地方公営会計の見直しにより、移行処理をしております。 
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 利益剰余金は３ページの損益計算書からの計上です。年度末の資本剰余金合計は１

５９，９０２千円です。 

 欠損金処理計算書のとおり処分を行った資本剰余金はございません。 

 次に、５ページをお願いします。 

 貸借対照表を付けております。 

 平成２６年度末における資産、負債及び資本について、表示しています。 

 資産の部です。 

 固定資産合計６，３６２，４１３千円、流動資産合計３２９，７５７千円です。 

 未収金４８，６６１千円の主なものは、国庫補助金、消費税還付金です。 

 資産合計は６，６９２，１７１千円となっています。 

 ６ページでございます。 

 負債の部、負債合計は４，６９３，４８５千円となっています。 

 次に、資本の部です。 

 資本金合計１，９９２，３２４千円です。一般会計からの出資金の累計額でござい

ます。 

 剰余金の合計は６，３６１千円となっています。 

資本金と剰余金を合わせた資本合計は１，９９８，６８５千円です。 

負債資本の合計は資産と同額の６，６９２，１７１千円です。 

 以上で、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  付属の資料の２２ページです。 

 企業債明細書がありますが、この中で金利の高いもの、平成２２年３月２５日が、

同じところから借りてるんですが、わずかですけど、０．２％金利が高くなっていま

すけれども、この金利の高いものから返還ということはできないんでしょうか、お尋

ねします。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  金利の高いものから償還ということは、できないことになっております。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  別の質問です。 

 道路で漏水をしているところが見受けられて、これは、課長にも報告していますが、

水道管が漏水した場合、布設事業者の瑕疵責任とかはあるんでしょうか、お尋ねをい

たします。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 先日河内委員から、水溜りの件について見に行きましたけど、あれは水道の漏水で

はなくて、舗装が下がっていることにより水が溜まっておるものでございました。 

 なお、道路上等で漏水が発生した場合、一応業者の瑕疵担保につきましては、通常

は２年なんですけど、重大な瑕疵とみなしまして、１０年間は業者のほうで補修をし

ていただくようになっております。 

 委 員 長  質疑ございませんか。 

 これで質疑を終わります。  

 これから、認定第７号「平成２６年度筑前町水道事業会計決算の認定について」を、

採決したいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

 （異議なし） 
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 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第７号は、認定することに賛成の方は、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第７号「平成２６年度筑前町水道事業会計決算の認定について」

は、認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  続きまして、認定第８号「平成２６年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

都市計画課長 

都市計画課長  平成２６年度工業用地造成事業特別会計について、ご説明申し上げます。 

 歳入歳出決算書の２９９ページからでございますが、取り扱う項目が少ないため、

歳入歳出決算事項別明細書でご説明申し上げます。 

 ３０３ページの歳入をお願いいたします。 

 歳入は、１款１項１目一般会計繰入金１，５８１千円、４款１項１目繰越金５１９

千円で、予算現額は２，１００千円です。 

 続いて３０５ページの歳出をお願いします。 

 １款１項１目工業団地造成事業費として、１５節工事請負費が１，８９０千円でご

ざいます。調整池維持管理工事費として執行いたしました。 

 ２款予備費１００千円は、支出予定がなかったため全額不用額とし、次年度に繰り

越します。 

 ３０７ページをお願いします。 

 歳入総額２，０９９千円、歳出総額１，８９０千円、歳入歳出差引残額２０９千円

は、決算承認後、平成２７年度へ繰り越し処理を行います。 

 引き続き、決算審査特別委員会資料をお願いいたします。 

 ４７ページに、実績報告の成果と課題を記載しています。 

 まず、重点施策の方向です。 

 北部九州は、産学官一体となって、自動車産業の拠点化を推進しており、わが国の

自動車産業を支える拠点に成長しています。 

 一方では、新興国の需要拡大に伴い、世界的な生産拠点間の競争が激化しており、

自動車産業は大きな転換期を迎えています。 

 福岡県は九州大学と連携し、水素自動車開発にも取り組んでおり、これらを取り巻

く製造業も活発化すると思われます。 

 町では、平成２４年３月に策定した後期基本計画の政策目標に、引き続き「活力と

交流に満ちたちくぜん」を掲げ、企業誘致活動を通じ、地域経済の活性化と雇用の場

の確保を図ることとしています。 

 特に、主要地方道久留米筑紫野線沿線の四三嶋地区を企業誘致ゾーンに定め、この

地区のポテンシャルを高く、企業誘致活動を積極的に推進しています。 

 今まで企業２社への工業用地の分譲は取り組みましたが、農地法の厳格化により、

優良農地の転用は厳しく、新たな進出企業を見いだせない状況ではありますが、地域

活性の切り札は企業誘致であるということを認識の下、さらに県の企業誘致担当部署

などと連携し、企業誘致活動を積極的に取り組みます。 

 次に、成果及び将来の課題についてです。 

 成果としましては、平成２２年７月に町と企業立地協定を行った株式会社岐阜多田

精機が、平成２３年２月に企業誘致ゾーン内の土地を取得し、平成２４年５月に操業

を開始しており、今後の発展に期待するところです。 
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 平成２１年度に譲渡したマルヤス工業株式会社の工業用地につきましては、約２年

間の協議の結果、町が買い戻すことになっています。今後は、町の所有となれば、こ

の土地を核として優良企業の誘致に取り組むことが必要となってまいります。 

 参考ですけれど、７月２７日に議会議決をいただきまして、株式会社マルヤス工業

用地の物件につきましては、８月５日に契約をして、現在町の所有地となっておりま

す。 

 最後に、契約等の主要な要旨でございます。 

 契約を締結した件名は、３．契約等の主要な要旨に記載する調整池維持工事を行っ

た１件のみでございます。 

 以上で、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、認定第８号「平成２６年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第８号は、認定することに賛成の方は、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第８号「平成２６年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 

 閉  会  

 委 員 長  本特別委員会に付託されました認定第１号から認定第８号までの審査が全部終了

しました。 

町長 

 町  長  特別審査委員会閉会にあたりまして、一言ごあいさつ申し上げます。 

 平成２６年度決算審査特別委員会の審査認定案件である８つの会計は、慎重審議の

上すべて承認をいただきました。ありがとうございました。 

 委員会での指摘、ご意見につきましては、内部検討し、改善できるものは来年度に

反映させていただきます。 

 それでは、本会議での承認もよろしくお願い申し上げまして、閉会のあいさつとい

たします。お疲れさまでした。 

 委 員 長  これをもちまして、決算審査特別委員会を閉会します。 

 お疲れさまでした。 

（１１：２３） 
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 上記会議の経過を記載し、その相違ないことを 

証するために署名する。 
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